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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

各種金属材料の腐食や材料への水素侵入におよぼす環境因子として塩化物イオン
やpH，温度が注目されてきた。近年の研究から，環境中に微量に存在する金属カチ
オンも重要な役割をはたしていることが明らかとなっている。そこで，環境中に微
量に存在する金属材料の腐食や水素侵入に及ぼす環境中に微量に存在する金属カチ
オンの影響とその腐食抑制・加速機構を解明するため，各種腐食試験と表面・断面
分析により実施した。さらに，低温環境においても腐食の進行がはやいことから，
低温における各種腐食試験も実施した。

実験
Experimental

構造用材料であるアルミニウム合金や炭素鋼，チタンを用いて，各種腐食試験を実
施した。腐食環境として塩化物イオン濃度やフッ化物イオン濃度，pH，金属カチオ
ンの種類，温度を腐食試験の目的により変えた。試験後の試料表面と断面をXPS
とAES，SEMを用いて分析と観察を実施した。

結果と考察
Results and Discussion

塩化物イオンの存在する水溶液環境において，亜鉛イオンは不働態皮膜の耐食性を
向上されることで，効果的に各種金属材料の腐食を抑制した。しかし，フッ化物イ
オンの存在する酸性水溶液において，亜鉛イオンは腐食を促進することが示された。
鋼上に亜鉛供給層を形成することで，使用中に供給層から亜鉛イオンが環境に供給
されるため，各種分析からこれまでと同様の機構により耐食性の向上が期待される
結果を得た。温度を変えた浸漬腐食試験から，鋼に形成する腐食生成物の組成と構
造は温度の影響を大きく受けることが明らかとなった。
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